
令和７年度

京警協号外
令和 7 年 5 月 2 日

会員各位

重大労災事故速報（Ｎｏ．１）

（被災区分）

重傷

（被災者の属する企業）

所在都道府県 従業員数

福岡県 77名

（被災者）

4

警備業関係取得資格

男 64 １年６ヶ月 なし

性別 年齢 経験年数

（被災状況）

事故発生日時・天候 令和 7 年 天候月 8 日 （ 火 ） 午前 0 時 0 分頃

備考

重大事故が発生しましたので、事故情報をお知らせします。
会員各位には警備業務実施中の事故防止と、警備員に対する安全教育の一層の推進をお願いします。

現場略図

【量水器メーターの設置状況等】

 ※鋳物の蓋のサイズ「重さ約15㎏、大きさ58cm×44cm」

教訓事項

１ 本来であれば蓋を全開放した状態で安全に検針するべきであったが、当事者は半
開けの状態で作業していた。
２ 普段から行っている巡回・点検箇所であっても警戒心を持ち、また自己の体力等
を過信せず、慎重かつ基本に徹した手順で行動する。
３ 単独で業務を行う場合は、通常以上に緊張感を持って対応する。

今後の対策

１ 本事故及び教訓事項を関係者に周知するとともに、同様の事故が発生しないよう
に再発防止教育を行う。
２ 当該施設の危険箇所マップを作成し、上記発生場所も「挟まれ危険箇所」として
各勤務員に事故防止の注意を促していたが、本事故発生の結果を踏まえ、基本に徹し
た安全管理を推進し、労災事故防止の意識付けを図る。

晴

事故発生場所
（国・県道等の別）

福岡県福岡市博多区　警備業務対象施設敷地内

当事者 被災警備員

事故の概要

　当事者は、同僚警備員とともに、警備業務対象施設において、施設警備業務に従事
していた。
　当事者は、単独での定時巡回中、付帯業務である、敷地内の量水器メーターの検針
作業を行うため、地面に設置された鋳物の蓋（観音開き）の片方を手で引き開け、右
手で支えながら中途半端な体勢で検針しようとしたところ、右手が滑り、支えていた
蓋が閉じ、左手指先が蓋と蓋の隙間に挟まったもの。
　当事者は、強い痛みと出血で勤務困難になったことから、同僚警備員に連絡の上、
タクシーで近隣の夜間救急病院を受診し縫合処置等を受けるとともに、勤務終了後に
は専門の外科病院で受診した結果、「左中指挫滅創・汚染創、左中指皮下異物、左環
指挫創、左中指・環指末節骨骨折」により全治１～２ヶ月と診断された。

閉鎖状態 被災時の状態

左手の位置


